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アークテリクス  
2022年気候変動レポート
アークテリクスは、気候変動がこれからも自社にとって最も緊急性の高い環境
問題であると捉えています。科学的根拠に基づく目標を原動力に、自社が掲げ
る気候問題へのコミットメントを着実に達成すべく、必要な修正を加えながら
経営を続けていきます。昨年はサプライチェーンマネジメントを含めたガバナ
ンスにより一層注力しつつ、引き続き当社のビジネスモデルの根幹をなすサー
キュラリティ（循環性）の向上に努めました。こうしたアクションは、アーク
テリクスのギアに対する消費者の高まり続ける需要に、責任ある気候フットプ
リントで対応することを可能にすることでしょう。

本レポートは、当社の年次気候変動レポートの第4弾で、2022年における当社
の世界中の事業活動をカバーしたものです。当社では、引き続きデータ精度の
向上に向けた対策を講じることで、当社のブランドレベルでの二酸化炭素排出
量において、PwCより外部限定保証を受けました（報告全文は20ページを参
照）。当社の排出量のデータは、排出量の年次レポートおよび親会社であるア
メアスポーツのCDPレスポンスを含めた開示情報でも公表しています。ご質問
やフィードバックは、media@arcteryx.comまでお気軽にお寄せください。

土地に関する認知
アークテリクスは、当社の本社およびデザインセンターがxʷməθkʷəy̓əm、
Sḵwx̱wú7mesh、səl̓ilwətaʔɬの方々の譲渡されていない共有の領土内に立地
していることを認識しています。アークテリクスのローカル製造工場であ
るArc’Oneは、Qayqayt、kʷikʷəƛ̓əm、Katzie、Kwantlen、xʷməθkʷəy̓əm、
Sḵwx̱wú7mesh、səl̓ilwətaʔɬ、Sto:loといったネーションが、太古から自らの母
国であると宣言した領土に立地しています。当社は、私たちが暮らす上で必要
な土地や水の管理や保護において、先住民のイヌイットとメティスの人々が果
たす役割を謙虚に認め、急速に進む気候や環境の変化に直面する中、先住民の
知識の仕組みやアプローチ、流儀を支援します。
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当社について
アークテリクスはカナダのグローバルデザイン企
業で、ブリティッシュコロンビア州のコースト山
脈、xʷməθkʷəy̓əm、Sḵwx̱wú7mesh、səl̓ilwətaʔɬ、
Lil̓wat7úlの領土内に本拠地を置いており、最先端
の機能を盛り込んだ高性能ウェアと装備を専門に
しています。
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リーダーシップ 
メッセージ
アークテリクスの仕事は、一貫して弊社を取り巻く山々への
想いを形にするものでした。1989年の創業以来、使う方々
が、アウトドアでの時間、冒険、人生を肯定できるような体
験を最大限味わえる装備をデザインしてきましたが、そのイ
ンスピレーションは常にコースト山脈だったのです。

今日、そのそびえ立つ峰々を見上げると、違った景色を目に
することになります。緑あふれる森には山火事の傷跡が、見
慣れた岩肌には嵐の影響が見られ、氷原は年々小さくなって
います。気候変動の影響は明らかで、私たちが愛してやまな
い場所やコミュニティは、私たちが適応して変化する力を必
要としているのです。

2020年に、弊社は科学的根拠に基づく目標を発表し、弊社の
排出量原単位を2030年までに大幅に削減することにコミット
しました。その進捗は、安定的かつ予想を超えるスピーディ
なものでした。ただ、私たちに出来ることはまだまだあるは
ずです。本年の排出量の最も大きな増加は、輸送によるもの
でした。その原因のほとんどは、弊社の製品の移動を変える
ことになったサプライチェーンにおける課題にありました。
弊社では、史上初の最高サプライチェーン責任者を任命。こ
うした複雑なサプライチェーンの課題を解決し、より少ない
炭素で運営できるビジネスへとリードしてもらうことにした
のです。同様に、全世界におけるショップの成長が弊社の直
接二酸化炭素排出量を増加させました。しかし、私たちのコ
ミュニティでは、新規出店するストアがすべてお手入れや修
理のハブとなるよう、サステナビリティとサーキュラリティ
に投資をしています。これにより、ギアは廃棄されることな
く、いつまでも現役で使用することが可能になるのです。
ReBIRD™サービスセンターをグローバルに拡大しました。そ
れまではニューヨークシティの拠点1つだけでしたが、世界で
6拠点に広げ、修理能力を最大化し、修理の際に輸送で発生す
る排出量を削減することができたのです。

世界が気候危機の緊急性をこれまで以上に認識していく中、
弊社は協力体制の構築を通じて、影響力の最大化に取り組ん
でいます。アメアスポーツのサステナビリティ委員会に所属
するオーナー企業やパートナー企業と共に、環境がもたらす
影響における主要分野の特定、専門的ノウハウの共有、持続
可能性や環境がもたらす影響の問題に対する断固たる行動の
推進などについて、協力しながら進めているのです。

未来に目を転じると、2023年には新たな、そしてより意欲的
な気候に関する目標を発表することになります。サーキュラ
リティの推進では、新たなReBIRD™サービスセンターを開設
してグローバルな修理能力を拡充。同時にお手持ちのギアの
お手入れ方法について、ゲストを啓蒙していく予定です。工
場とも引き続き緊密な関係を持続することで、働く人のウェ
ルビーイングを高め、弊社の製品の80%を、フェアトレード
認証を受けた施設で製造するという目標へ向けて、前進を続
けていきます。登り切るには手強い山ではありますが、およ
び腰になるわけにはいきません。

コミュニティからのサポートにも後押しされながら、「Leave 
it Better – より良い世界をつくる」という目標に鋭意取り組
み、人々のため、そして地球のために協力しながらより良い
世界を創っていきます。

スチュアート・ハーセルデン
CEO
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2018 2020 2022 2024 2026 2028 2030

目標

スコープ1 & 2

スコープ3 排出量原単位
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実績 対 科学的根拠に
基づいた目標
2020年に弊社は科学的根拠に基づく目標（SBTs）を発表しました。1 2021年と比較
して、2030年目標からは少々遠ざかりましたが、全体的な進捗としては計画を大き
く先行しています。各種の目標をより意欲的なものに改訂し、地球が必要としてい
る変化を促進するコミットメントも表明しました。最新の目標に関する詳細情報に
つきましては、16ページをご参照ください。

スコープ1 & 2

2022年に、弊社の事業は目覚ましい成長を遂げました。20のロケーションでブラ
ンドストアを追加し、オフィススペースの拡張も行うことで、事業ポートフォリオ
の拡大も果たしています。この成長により、弊社が直接管理する事業での排出量は
前年比で10%増加（スコープ1 & 2）。その主な要因は、暖房需要の増加によるもの
です。

購入する電力は、引き続き100%再生可能資源で調達することにコミットしていま
す。エネルギー属性証明書、またはグリーン電力証書（RECs）を活用することで、
マーケット基準のスコープ2の排出量を効率的にゼロに削減することができました。
その結果、スコープ1および2の排出量は、基準年の2018年と比較して全体で57%の
削減。これにより、全体的な影響には2%未満しか寄与できませんでした。

スコープ3 

2022年は、引き続き消費者のアウトドア熱が加速。その影響でアークテリクスの
ギアへの需要も拡大しました。その結果、製造ボリュームが増加。テキスタイル製
造、製品製造、空輸の拡大に伴うスコープ3の排出量が増加しました。2022年は、
輸送と流通が総排出量の34%を占めました（2021年は19%）。これは、全排出カテ
ゴリーで最大の増加です。

総じて、弊社のスコープ3の排出原単位（利益1ドルあたりの排出量）は、前年と比
較して増加しましたが、それでも基準年の2018年からは55%低いレベルを維持。ま
た、2030年目標の達成に必要な削減量もクリアしています。

2022年実績 対 目標

-57%  
（スコープ1 & 2）

-55%  
（スコープ3 排出量原単位） -65%  

（目標）

地球温暖化ガスの区分2

スコープ1：自社が所有または経営を管理する資産からの直接的な排出量を指します。

スコープ2：購入したエネルギーから生成される間接的な排出量を指します。

スコープ3： スコープ1および2に含まれないすべての間接的な排出量のことで、バリューチェーン内の
報告会社の上流、下流工程の双方で発生する排出量を含めたものを指します。

アークテリクスは、事業の拡大と、排出量をコントロールするための効果的な方策とを両立させること
の重要性を認識しています。弊社は、管理慣行の強化、サプライチェーンの効率性の改善、パートナー
への関与度の積極化を実現し、未来の改革を促進することで、今後の実績を改善していく所存です。

1   アークテリクスは、2030年までにスコープ1とスコープ2の地球温暖化ガス排出量を、基準年の2018年比で65%削減し、
2030年までにスコープ3の地球温暖化ガス排出原単位を、基準年の2018年比で65%削減することにコミットします。

2  https://ghgprotocol.org/sites/default/files/standards_supporting/FAQ.pdf

https://ghgprotocol.org/sites/default/files/standards_supporting/FAQ.pdf
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ガバナンスの 
強化と新たな
リーダーシップ
EUの規制の変更、健全で持続可能な商慣行の採用に対する利
害関係者の期待感、各ブランドによる、より持続可能な運営
に対する意欲を含む複数の要因に後押しされ、アメアスポー
ツは、より持続可能なガバナンスに向けてより厳格なアプ
ローチを確立しました。

2022年、アメアスポーツの取締役会は、クリアなガバナンス
構造を実現するサステナビリティ戦略を承認。その監督と着
実な推進を担うサステナビリティ委員会を選任しました。そ
の結果、目標の更新、透明性の大幅な向上、循環経済や責任
ある調達など、気候問題に関する主要テーマにフォーカスす
るワーキンググループの創設につながったのです。

こうしたワーキンググループは、アークテリクス、アトミッ
ク、ウィルソン、サロモン、ピークパフォーマンスなどのブ
ランドの役員に加えて、他分野のエキスパートも参画。各
社のポートフォリオに適した意欲的な目標が設定され、アク
ションプランや、その進捗を測定するための主要業績評価指
標（KPI）に落とし込まれました。こうした形でのコラボレー
ションと専門的知識の共有は、その進捗を一体的に促進。ま
た、アメアスポーツが先ごろ強化した持続可能性へのアプ
ローチにも合致したものになっています。

アメアスポーツのワーキンググループへの参画に加えて、
アークテリクスでは自ブランド内のサステナビリティガバナ
ンスの強化に取り組みました。2022年にサステナビリティ運
営委員会を創設。CEOや経営幹部が参画して2カ月に一度開催
し、持続可能性に関する主要テーマを優先し、成果の共有を
行っています。2023年の初頭、上級管理職により3つのワーキ
ンググループが立ち上げられました。目標達成への意欲を高
め、気候問題、循環経済、そして責任ある調達を支援するア
クションを加速することがその目的です。

2022年には、初となる最高サプライチェーン責任者（CSCO）
を雇用しました。これも弊社のガバナンス構造の強化を図る
ために採用した方策の一つです。これは、サプライチェーン
全域で弊社が直面している課題を理解する上で、大きな影響
を与える一歩となりました。弊社の気候関連の影響を管理す
る上で、もう1つ重要なツールが加わったのです。

最高サプライチェーン責任者のチップ・グレーとの 
一問一答
質問 アークテリクスが気候関連の目標を達成する上で、最高
サプライチェーン責任者が果たす役割は何ですか？

回答 アークテリクスの気候関連の目標のうち、最も改善の
チャンスが最も大きいのがサプライチェーン分野になりま
す。新型コロナウイルス（COVID-19）感染症の発生により、
サプライチェーン全体に複雑な難題が発生しました。それが
最終的には在庫の遅れを取り戻すための空輸使用につなが
り、弊社の排出量を大きく増加させたのです。アークテリク
スのような急成長を遂げている事業において、最高サプライ
チェーン責任者（CSCO）の存在は、自社が直面している課
題、そしてそれが気候問題に与えるインパクトを理解する上
で大切です。その範囲は、原料から二酸化炭素の使用量の少
ない製品を世界中に届けることまで、広範に及びます。

質問 CSCOとしての初年度の最優先事項は何ですか？

回答 正しく進めていくためにも、システムやツールをきちん
と整備して、サプライチェーンの運営やその環境や社会への
影響を可視化しておく必要があります。そうすれば、ガバナ
ンスや管理体制を集中的に強化すべきエリアを特定すること
ができ、気候問題や従業員のウェルビーイングに対する目標
の達成もより確実となり、事業の成長にもつなげられるから
です。

質問 アークテリクスのサプライチェーンに関する長期的な目
標は何ですか？

回答 アークテリクスの長期的成長をサポートするための大き
な目標が4つあります。(1) 強固で障害に強い、効率的なサプ
ライチェーンを築くこと、(2) 現地で製造が可能な場合、現地
製造を極力増やすこと、(3) サステナビリティチームと緊密に
連携し、サプライチェーンパートナーにおける従業員のウェ
ルビーイングを改善すること、(4) 弊社の流通・物流のフット
プリントを最適化することで、ゲストへのサービスを改善し
つつ、環境影響を低減すること。

チップ・グレー
最高サプライチェーン責任者

「障害に強いサプライチェーンを構築することは、気候関連の
インパクトをコントロールする上で、たった一つの解決策で
は決してありません。デザインからサプライチェーン、販売
からお客様の啓蒙まで、私たちが持続可能性に関連して行っ
ているすべてのことが、持続可能な文化を醸成し、私たち
が、“Leave it Better – より良い世界をつくる”ことを後押しし
てくれるのです」

- チップ・グレー（最高サプライチェーン責任者）
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サプライヤーたちとの
緊密な連携
サプライヤーのインパクトを計測する 

アークテリクスは、Higg施設・工場環境モジュール（FEM）を使用
して、弊社のサプライチェーンの環境影響を可視化しています。
Higg FEMは、アパレル、フットウェア、テキスタイルの製造サプラ
イヤーに向けた、業界標準の環境計測ツールです。これを使用する
と、環境マネジメントシステム、エネルギーおよび水の消費量、排
水、排気、廃棄物や化学薬品の管理などのテーマについて、情報を
得ることが可能になります。
2022年に、弊社の完成品の製造ボリュームの99%以上の環境影響
を、Higg FEMで捉えることができました。これにより、弊社のサプ
ライチェーンのインパクトについて、より鮮明に理解することが可
能になったのです。サプライヤーと連携して動く専任のチームと、
このHigg FEMがあれば、科学的根拠に基づいた根拠が得られます。
その結果、データに基づく判断を通じて、排出量を削減するための
アクションが加速していくのです。

エネルギー効率
弊社は、戦略的ベンダーと緊密に連携して、アパレル・インパクト
研究所（Aii）が提供しているような排出量削減活動に共同出資して
います。アパレルおよびフットウェアのティア1（完成品）および
ティア2（原材料）製造業者に対して、複数のプログラムを持つAii
では、環境影響を減らすための技術的なソリューションを提供して
います。

弊社の戦略的ベンダーの一部と積極的に参画しているのが、Carbon 
Tech Assessment Plus（CTA+）という重要プログラムです。このプ
ログラムでは、ティア1の製造業者について、そのエネルギーの管
理のパフォーマンスを分析。それを通じて、拡大可能な削減機会を
特定し、エネルギーの節約に関する慣行やアプローチの改善案を提
案します。弊社のベンダーをサポートするため、社内の専門チーム
がデータ収集からプロジェクトの総括会議まで、すべてのプロセス
に従事しています。

石炭火力の段階的廃止
アークテリクスは、国連ファッション業界気候行動憲章
（ファッション憲章）の署名者として、サプライヤーの
提携施設の現場で使用されるエネルギー原料としての石
炭を、段階的かつ早急に廃止することにコミットしてい 
ます。
2022年に、弊社のチームはどの提携施設が現場で石炭を
使用しているかを評価。その結果、ティア1サプライヤー
では使用している施設はなく、ティア2サプライヤーでは
6つの施設が石炭を使用していることが判明しました（う
ち1社はすでに段階的に廃止中）。それ以来、残りのサ
プライヤーについても具体的な段階的廃止計画を策定。
2025年の目標達成期限に向けてしっかりと軌道に乗せる
よう、細かく進捗を管理し、計画の履行をサポートしてい
ます。

再生可能エネルギー
再生可能エネルギーは、気候変動に対処する上で極めて重
要なソリューションであると考えています。サプライヤー
と手を取り合って、彼らが再生可能エネルギーを導入する
のをサポートすることで、弊社は包括的な環境影響を削減
することにコミットしており、2022年はその点で目覚ま
しい進展がありました。
• Higg FEMのデータを起点に、サプライヤーと共に彼ら

のエネルギーの使用状況を詳らかにし、再生可能エネル
ギーを導入する機会を明らかにしていったのです。業界
での取り組みや専門知識も引き続き取り入れることで、
サプライヤーのポテンシャルを引き出しました。こうし
た取り組みもあって、現在では9つのティア1サプライ
ヤー、22のティア2サプライヤーが、製造施設のエネル
ギーミックスにおいて再生可能エネルギーを活用するよ
うになっています。

• 2022年は、最終製品の5%と原料の14%が再生エネル
ギーを使って製造されました。

• 弊社ではサプライチェーンにおける再生エネルギー比
率を高めることを目指しており、2030年までに、最終
製品および原料の少なくとも50%を、再生エネルギーを
使って製造するという目標を設定しています。
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サーキュラリティ 
 （循環性）
2021年5月に弊社は、「廃棄物は、私たちが一丸となって解決しなければなら
ない問題です」と宣言しました。ReBIRD™は循環型の取り組みの中心です。
お手入れや修理、再販やアップサイクルなどを通じて廃棄を減らし、ギアを
いつまでも現役で使用することへつなげます。

8

REBIRD™ 
ニューヨークシティに初登場した REBIRD™サービスセ
ンターは、2022年に米国、カナダ、中国、日本に広が
る5つの新たな拠点が加わりました。
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サーキュラリティ（循環性）の 
進展に向けて：原理原則、進捗、 
今後のプライオリティ
サーキュラーデザインの原理原則
2022年にサーキュラーデザインの原理原則を発表。これは、デザインプロセスの着
手から完成に至るまで、サーキュラリティ（循環性）の思想を浸透させることを目的
に作られました。サステナビリティチームと、アドバンストコンセプトチームが連
携。主要課題や廃棄物の流れを特定し、すべての製品がデザインの時点で製品寿命の
先を念頭にデザインされるよう、クラフトデザイン ガイドラインを制定しました。
• 検討したインプット：デザインプロセスで、環境への影響が少ない素材、リサイク

ルおよび再生素材の使用を優先し、廃棄を最小限に抑えます。
• 耐用年数の長期化：製品は長寿命であることを念頭にデザインされ、最高峰の耐久

性、修理性、機能性を追求することで、ギアが極力廃棄されることのないようにし
ています。

• 責任ある終わりのために：製品は、リサイクルや再利用など、製品寿命の先を念頭
にデザインされます。

お客様の啓蒙：ウェアの寿命を延ばすシンプルなソリューション
ニューヨークシティに初登場した ReBIRD™サービスセンターは、2022年に米国、
カナダ、中国、日本に広がる5つの新たな拠点が加わりました。ボールダーおよび
バンクーバー・キッツィラノの店舗では、初めてテクニカルウォッシュと耐久撥水
（DWR）の再塗布のサービスをお客様に提供。その反応としてお客様のエンゲージ
メントが急上昇することとなりました。現在、アークテリクスでの検索ワードのトッ
プは、「アークテリクスのジャケットの洗濯方法」です。これにより、お客様に基本
的な製品のお手入れについて啓蒙することの大切さを理解することとなりました。定
期的な洗濯や必要に応じた再撥水加工など、正しい製品のお手入れと修理を行えば、
ウェアの寿命を32%延ばすことができることを私たちは理解しています。1 この理解こ
そが、私たちが気候への影響のために製品の耐久性を徹底するコミットメントの核心
部にあります。

1   https://grangers.co.uk/pages/wear-and-care-survey-results

耐用年数の長期化 
製品は長寿命であることを念頭にデ
ザインされ、最高峰の耐久性、修理
性、機能性を追求することで、ギア
が極力廃棄されることのないように
しています。

 https://cdn.shopify.com/s/files/1/0069/1647/2889/files/Grangers_Wear_and_Care_Survey_ Results_compr
https://grangers.co.uk/pages/wear-and-care-survey-results
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リペアとリセールの強化
2022年の進捗
• 5つの新たなREBIRDT Mサービスセンターをオープン

• スコットランドのマッセルバラに修理施設を新設。イギリ 
スのお客様に、よりスピーディでより効率的な保証対象の 
修理を提供し、EUに修理品を輸送する際に生じる排出量を 
削減しました。

• 米国のみだったREGEAR™ の再販プラットフォームをカナダ 
にも拡げました。

サービスセンター  
キッツィラノ（カナダ、バンクーバー）

ボールダー（アメリカ、コロラド州）

トロント・イートンセンター（カナダ）

ニューヨークシティ（アメリカ）–  最初 
のロケーション

北京（中国）

東京・丸の内（日本）

修理施設
マッセルバラ（イギリス）

A R C ’ O N E （カナダ）–  最初のロケーション
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ReBIRD™サービスセンター 循環性の強化 
ReBIRD™サービスセンターは、ゲストに正しい製品のお手入
れと修理の啓蒙をする最前線です。簡単な修理、製品の評価
および下取りのサービスを提供（一部施設では、テクニカル
ウォッシュ設備も）するこれらのセンターは、私たちがゲス
トのためにサーキュラリティ（循環性）に命を吹き込む拠点
です。アークテリクス史上最大のReBIRD™サービスセンター
が2022年にオープンしました。こうした新しい空間からの学
びが、世界中に広がる未来の拠点づくりの計画に役立つこと
でしょう。

小売店のフットプリントが増えたことも、スコープ1排出量の
増加に拍車をかけたことから（17ページを参照）、製品のお
手入れ、修理、カストディアンシップ、そしてサーキュラリ
ティ（循環性）の重要性など、主要テーマについては、すべ
ての小売拠点がゲストの啓蒙のハブとなれるよう、たゆまぬ
努力を続けています。これにより、ローカルなサービスを通
じてギアをいつまでも現役で使うことにつながり、修理のた
めに製品を全国規模で輸送する必要性をなくし、修理プロセ
スでの排出量を削減できるのです。

サーキュラリティ（循環性）と再販
ReGEAR™は、2022年も引き続き成長。持続可能な選択肢と
して中古品を購入することに対して、世間の関心の高まり
を感じさせます。アークテリクスのサーキュラリティ（循環
性）へのアプローチは、製品の耐久性、お手入れそして修理
に深く根付いています。コミュニティ内で感じるのは、新し
いスタイルやカラーへの要望の高まりです。ReGEAR™を通じ
た再販は、こうした新しさを感じさせるものである一方で、
気候への影響を減らす効果があります。2022年に、弊社は
ReGEAR™を初めてカナダで展開しました。評判は上々で、
特に若い世代、そして女性を中心に人気があるようです。
このReGEAR™のローンチをさらに勢いづけたのは、複数の
ReCUT™製品。余剰原料を活用して、チョークバッグやダウ
ンブランケットなどの限定エディションの新作アイテムが製
作されました。2022年に、再販は前年比30%の成長を果た
しています。私たちは、この再販をグローバル規模に成長さ
せ、意識の高い消費の場としての活気あふれるReGEAR™マー
ケットプレイスをつくることにコミットします。

未来はサーキュラースタイル：ReBIRD™における優先事項
•  2023年には、最近オープンしたシカゴのオークブルックな

ど、ReBIRD™サービスセンターをさらに拡充。
•  グローバルには、弊社が持つ修理能力をさらに強化し、さら

に大きな処理能力を獲得して、リードタイムの短縮を図りま
す。その実現のため、主要地域（アメリカおよびイギリスな
ど）では、新たな修理業者との提携を進めていきます。

•  ゲストの啓蒙も引き続き重要度の高い施策です。ギアをいつ
までも現役でお使いいただくには、正しいお手入れや修理
の手続きを周知して、ゲストを継続的にエンパワーしてい
くことが大切になります。これは、ReCARE™ウェブサイト
ポータルに、ゴアテックス ジャケットの正しい洗濯方法の
チュートリアルビデオを掲載してアップデートするなど、
シンプルなステップから着手しています。

•  再販をグローバル規模で強化していくことは、引き続き優
先課題です。カナダの再販プラットフォームは2022年にス
タート。その人気は着実に高まっているところです。その
さらに先には、ヨーロッパやオーストラリアなど、他の地
域にも再販拠点を広げていくことを見据えています。

環境にやさしい素材
アメアスポーツグループの他ブランドとともに、弊社は国
連ファッション憲章のさらに先を行く公約を掲げました。
「2030年までに、使用する素材をすべて気候に与える影響が
少なく、追跡可能で環境にやさしい素材にする」というもの
です。同業他社および業界とともに透明性が高く責任ある発
展を目指して、弊社ではテキスタイル エクスチェンジのマテ
リアルズ ベンチマークプログラムに、自主的に報告のフレー
ムワークを提出しています。これにより各社は、体系的に環
境にやさしい繊維を計測、管理し、戦略に組み込むことで、
主力業務に落とし込むことができるのです。

1  https://textileexchange.org/app/uploads/2023/02/Preferred-Fibers-and-
Materials-Definitions-Guidance-Jan-2023.pdf

環境にやさしい素材：国連ファッション憲章とテキスタイ
ル エクスチェンジは共同で、「環境にやさしい」ことを「安
定的に環境への負荷を抑え、ホリスティックなアプローチに
よる製造システムの変革を通じて、従来の同等品と比べて気
候、自然、人類に対してより大きなベネフィットがある繊維
または原料」と定義しています。1 

2022年のアースデイで、アークテリクスのEMEA（ヨーロッ
パ・中東・アフリカ）チームは、シャモニーのリディーム エ
キップメントとスネル スポーツと提携して、アップサイクルの
ワークショップを開催しました。余剰原料に第2の人生を与える
ために、ゲストはビスポークのマルチユースポーチを制作。私
たちのサーキュラーデザインの原理原則を世に問う場としたの
です。

https://textileexchange.org/app/uploads/2023/02/Preferred-Fibers-and-Materials-Definitions-Guidance-Jan-2023.pdf
https://textileexchange.org/app/uploads/2023/02/Preferred-Fibers-and-Materials-Definitions-Guidance-Jan-2023.pdf
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2030年に向けて掲げた各目標を達成できるよう、2025年に達成すべき中間マイルストーンを下記の通り設定しました。

優先する繊維 2022年現状数値 2025年目標 2030年目標 目標ステートメント

ナイロン 7% 50% 100%

ナイロンは、使用時の機能性にマイナスの影
響を与えることなく、2030年までに容積重
量ベースで100%リサイクルまたは環境負荷
の低いものに切り替えます（2025年までに
50%）。

ポリエステル 32% 75% 100%

ポリエステルは、使用時の機能性にマイナス
の影響を与えることなく、2030年までに容積
重量ベースで100%リサイクルまたは環境負
荷の低いものに切り替えます（2025年までに
75%）。

コットン 86% 100% 100%
コットンは、2025年までに100%環境にやさし
いものに切り替えます。1

1  https://textileexchange.org/2025-sustainable-cotton-challenge/
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コミュニティへのインパクト
「アークテリクスにとって、山は常に変化し、新しい経験や知見、アイデアをもたらしてくれる存在。それだけ
に、この愛すべき場所により多くの人が、何度も訪れることができるようにすることに情熱を注いでいます。こ
の地を太古の昔より守ってきたファースト・ネーション、メティス、イヌイット、部族のコミュニティの導きに
従い、真実を通じた和解にコミットしているのです。気候問題は社会から離れて存在しているわけではないこと
を、身をもって理解しています。アウトドアに身を置いたものであれば、気候変動の影響は目に見えてわかるで
しょう。アークテリクスでは、アウトドアでの活動を推奨し、間口を広げ、参加機会を広げることに尽力する、
数多あるコミュニティのすばらしい草の根組織やリーダーたちをサポートしながら、学びを得ています。協力を
通じて、より公正なアウトドア業界をつくりあげ、愛すべき場所のために立ち上がり、より良い未来を共に創り
上げることができるのです」

 — ダン・ウォーカー（コミュニティインパクト部門マネージャー）
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コミュニティへの
投資
回復力がある気候の未来は、それ単独で取り戻せるものではありま
せん。コミュニティリーダーや先住民の知識保持者、この地を何世
代にもわたり保護することに従事してきた他のパートナーと、深く
根差した信頼関係を育てることが必要です。こうした多くの人々と
手を携えて、ニーズに耳を傾ければ、それに応じた戦略やリソース
を整えて行くことができます。そうすれば、私たちが協力して進め
る取り組みが、公正なアクセス、真実と和解、回復力がある気候の
未来を加速することができるでしょう。

私たちのコミットメントを完遂するには、2つの主要プログラムが
不可欠です。

• アークテリクスのコミュニティ助成金プログラムを通じて、私た
ちは、この取り組みを推進してくれる、才能あふれるコミュニ
ティリーダーが率いるパートナーの特定を目指しています。この
プログラムは、コミュニティ内の重要な声に触れる機会の提供に
加えて、数々の助成金受給者が戦略的パートナーを生み出しま 
した。

• この戦略的パートナシップは、資金面での投資を通じて、私たち
の戦略と緊密に連携して活動を主導する組織をサポートすること
で、私たちの取り組みを深める役割を担っています。

2022 年戦略的パートナー

41 
パートナー

16 
地域

2022年助成金プログラム

21 
コミュニティ

92 
支援を受けた組織

458 
申請総数

60%以上
助成金受給者の 6 0 % 以上が、黒人、先住民、有色人種が
代表を務めていると自認   
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サステナブルな未来に向けて、若きリーダーをエンパ
ワーする
スターフィッシュ・エンバイロンメンタル・ソサエ
ティ（スターフィッシュ）は、カナダ全土をカバーす
る慈善団体。若い人は未来のリーダーであるだけでは
なく、すでに現在を担うリーダーであるというのが同
社の信念です。2010年以降、スターフィッシュは多
様性のある若きチェンジメーカーが集う全国規模のコ
ミュニティを育ててきました。彼らをエンパワーし、
その経験を広めることで、気候変動や社会正義に対す
るアクションを起こし、安全で開放的なスペースを提
供することで、その声を政策決定者に届けています。
過去3年間にわたり、アークテリクスはスターフィッ
シュと提携。助成金、メンターシップ、ギアの寄贈な
どを通じて、同社を支援してきました。2022年、両社
のコラボレーションは、スターフィッシュの3つの主要
な焦点領域に拡大しました。

学習および開発プログラム：
2022年、国の協力もあり、食の安全と廃棄物の削減に
注力する、ユニークなサステナビリティ チャンピオン 
トレーニングプログラムが、成功裏に立ち上がったの
です。同プログラムは、若い世代の従業員が、どのよ
うにして組織内で変化を起こす推進力となるのかを示
す好例となりました。教育とスペース、世代を超えた
協力の促進を通じて、環境影響を削減するアイデアを
数多く経営層に届けることに貢献したのです。

環境保護運動を触発する若きカナダ人を讃えて：
2022年の「Top 25 Environmentalists Under 25（25歳
未満の環境保護主義者トップ25）」では、多様な背景
を持つファイナリストたちを選出。アーティスト、環
境教育者、先住民族のガバナンス提唱者、研究者、コ
ミュニティのまとめ役など、多彩な顔ぶれが並びまし
た。この毎年恒例のプログラムの勝者は、さまざまな
リソースを利用することが可能になります。例えばス
ピーカービューローでは、指導や参画を通じて、環境
保護主義に関する希望や行動を多彩な聴衆を通じて広
める、スピーチ能力を磨くことが可能です。

唯一無二の声やストーリーを広めるプラットフォーム：
2010年のスタート以来、オンラインのユースジャー
ナルでは、若い人々がそれぞれの気候変動に関する
経験の共有の場、同じようなマインドを持つ仲間と
つながるためのコミュニティ、環境保全リーダーに
役立つインスピレーションが見つかる場としてのエ
ディトリアルスペースを提供しています。2022年に
このジャーナルはさらに拡充し、詩、フォトジャー
ナリズム、ショートフィクションなど、幅広いクリ
エ イ テ ィ ブ 表 現 に 対 応 。 ま た 、 フ ラ ン ス 語 の コ ン 
テンツを導入し、そのリーチとインクルージョンを広
げました。
アークテリクスは、環境保護主義者たちの世代が、公
平で公正、そしてサステナブルな未来を創り出し、そ
れを支えることを可能にするため、こうしたスター
フィッシュの取り組みをサポートしています。

15

アイシュワリヤー・ラヴィ・
シャンカール
エディトリアル  &  トップ 2 5   
プログラムマネジャー
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科学的根拠に基づいた
目標の更新 
弊社は、2030年に向けた目標に予想以上に近づいています。こ
れを受けて、昨年のリーダーシップ メッセージで、弊社の目標
をより意欲的なものに改定し、地球が必要としてる変化を加速さ
せることを発表しました。

スコープ3の排出量原単位目標の達成に向けてこれほど早期に進
展できたのは、事業の成長が一因となっていますが、2018年度
のベースラインの概算値が控えめであったことと、データ品質の
向上にも起因していると思われます。

新型コロナウイルス（COVID-19）のパンデミックと、それに
伴って生じたサプライチェーンの問題などの要因も、進捗の正し
い評価を難しくしました。一方その問題が、長期目標としての
ネットゼロ達成に向けての方向感を固めることの重要性を、強く
認識させもしたのです。

国連ファッション憲章の署名者として、私たちのブランドは脱炭
素に向けたロードマップとアクションプランを策定中です。これ
により、地球温暖化を摂氏1.5度未満に抑え、2050年までにネッ
トゼロを達成します。

以上の考察から、当社ではサードパーティのコンサルタントと協
働し、最新のSBTiガイドラインに従って目標のアップデートをし
ています。進捗を追跡するためのベースラインは、詳細かつ妥協
のないものにすることを徹底する一方、自社の境界やデータソー
ス、算定方法について、全面的な見直しを実行中です。

弊社のネットゼロに向けた取り組みへの意欲をさらに強化するこ
うしたアクションは、次回の年次報告の期間が始まる新年までに
は結論が出ることでしょう。
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温室効果ガスに
関するレポート 
温室効果ガス（GHG）排出量の概要は、2022年12月31日期
の「温室効果ガスプロトコル – 事業者の排出量算定報告基準
（改訂版）」の指針と要件に基づいて作成されています。

報告範囲については、経営支配力基準を使用して決定しま
した。スコープ1および2は、二酸化炭素（CO₂）、メタン
（CH₄）、亜酸化窒素（N₂O）の排出を含めなければなりま
せん。これは、保有するすべての事業活動が対象です。つま
り、バンクーバー本社、カナダ国内の製造施設、世界中の販
売店に加えて、リースしている車輛や冷房設備などで消費し
た熱や電力が対象となります。

スコープ1および2の排出量は、ロケーション基準とマーケ 
ット基準の両方で算出、報告しています。

スコープ3の境界に属する排出量カテゴリーは以下の通り 
です。

•  購入した物品およびサービス（完成品、原料を含む） 

• 資本財（機械およびIT機器） 

•  スコープ1とスコープ2に含まれない燃料およびエネルギー関
連の活動 

• 上流工程の輸送および流通 

• 事業活動に伴って排出される廃棄物 

• 出張および従業員の通勤 

1  2022年の保証はPricewaterhouseCoopersが実施。独立検証者の報
告書は20ページを参照。

2  2018年および2019年のスコープ2排出量（ロケーション基準）につきまして
は、具体的なロケーション基準の排出係数を適用して改訂しています。

3  2018年のスコープ3排出量は、当該年以降のインバウンド輸送を算定したものと
同じビジネス・エネルギー・産業戦略省（BEIS）の排出係数を適用して改訂し
ています。

温室効果ガス削減の概要（tCo2e）

2018 2019 2020 2021 2022

スコープ1（tCO2e） 1,189.6 1,105.4 1,066.0 1,073.4 1,177.41

スコープ2（ロケーション基準）（tCO2e） 1,919.72 2,284.82 2,671.7 3,128.4 4,108.41

スコープ2（マーケット基準）（tCO2e） 1,577.3 1,933.0 0.0 0.0 0.0

スコープ3（tCO2e） 65,832.93 72,284.0 38,403.6 46,063.9 82,280.81

合計（マーケット基準） 68,599.8 75,322.4 39,469.6 47,137.3 83,458.2
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2022年 カテゴリー別排出量

購入した物品 
およびサービス 

59.2%

上流工程の輸送 
および流通 

34.1%

出張および 
従業員の通勤 

3.1%

その他 スコープ3 

2.1%

スコープ1および2 

1.4%
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視点 方法論と仮説

スコープ1

車両燃料 燃料消費量は、カナダのバンクーバーの月間平均価格をもとに、支出データを使って計算しています。リース車両の走行距離は、ブリティッシュコロンビア州の住民の平均走行距離をもとに
概算値を求めています。

冷媒 カナダの主要事業については、保守サービス業者が漏洩修理の出張報告書を提出。販売店については、各ユニットタイプとIPCCガイドラインに定めた漏洩率である10%をもとに、控えめな仮
説に基づいて概算値を求めています。

天然ガス
電力および天然ガスの消費量は請求書をもとに算出。ただし販売店の一部は例外です。販売店では、フロア面積と、外部のサステナビリティソフトウェアプロバイダーを通じて採用した原単
位測定値を使って概算値を求めています。スコープ2 電力

スコープ3

購入した物品およびサービ
ス（完成品）

ティア1サプライヤーの排出量は、Higg施設・工場環境モジュール（FEM）のデータベースを経由し、アークテリクスに属する製品のボリュームに応じて配分を行っています。報告年の製品
と材料のボリュームにつきましては、前年のFEMの回答にある排出量原単位を適用しています。これは算定時期に回答が得られていないことが原因です。

購入した物品およびサービ
ス（材料）

ティア2、3および4の排出量は、素材の総重量を計算し、該当する Higg Materials Sustainability Index（MSI）の地球温暖化係数（GWP）の中間点を採用しています。ティア2～4の算定から、
フットウェアは除外されています。データが入手できなかったためです。ティア2の材料に関する二酸化炭素排出量は、Higg FEMのデータを使って算定します。

資本財（機械およびIT機器） 支出データを用いて排出量を計算しています。これには、英国のビジネス・エネルギー・産業戦略省（BEIS）から入手した業界平均の変換係数を適用しました。

スコープ1とスコープ2に含
まれない燃料およびエネル
ギー関連の活動

上流工程の排出量は、外部のサステナビリティソフトウェアプロバイダーを通じて入手した適切な排出係数を、スコープ1および2排出量に適用して計算しています。

上流工程の輸送および流通 
（インバウンド貨物）

製品の重量、および製造施設から流通センター間の輸送ルートと輸送方法の決定には、発注書のデータを使用しています。道路の移動距離はGoogle APIを使用して概算値を求め、港湾や空港
からの距離など、特定のルートについては、3PLサービスプロバイダーに実走行距離を報告してもらいました。海上輸送および空輸のトンキロ数値にはBEISの変換係数を適用し、特定の道路
車輛については、3PLプロバイダーから排出係数の詳細を入手しています。

上流工程の輸送および流通 
（アウトバウンド貨物）

重量、距離（トンキロ）および輸送方法については、大多数の輸送キャリアやクーリエサービスからは、排出量レポートが入手できます。このデータが入手できないサービスプロバイダーに
ついては、発注書データおよびBEISの排出係数を使って概算値を求めました。

上流工程の輸送および流通
（ARC’One以外の流通セン
ター）

アークテリクスが直接管理していない、共有の倉庫や流通センターの排出量の割合については、アメアスポーツが計算しています。

事業活動に伴って排出され
る廃棄物

廃棄物処理業者が重量報告を作成。ビジネス・エネルギー・産業戦略省（BEIS）の排出係数を適用して算出しています。販売店については、人数（フルタイム換算）と外部のサステナビリ
ティソフトウェアプロバイダーから入手した廃棄物発生量原単位を用いて算出しています。

出張および従業員の通勤
出張の一部は外部のソフトウェア企業を通じて手配をしており、この企業が年次の排出量レポートを提供してくれます。これ以外の部分は内部の支出レポートを使用しており、これには外部
のサステナビリティソフトウェアプロバイダーを通じて入手した排出係数を適用しています。通勤手段や通勤距離に関するデータセットを確立するため、通勤者へのアンケートを実施。これ
を全従業員の推計に利用しました。



地球温暖化ガス排出量（スコープ1、2、3）に関する独立検証者の限定保証報告書
Amer Sports Canada Inc.の一部門であるArc’teryx Equipmentの役員の皆様へ

2022年12月31日期の年度に、Amer Sports Canada Inc.の一部門であるArc’teryx Equipmentの以下の測定方法に関する限定保証業務（主
題）を実施。アークテリクスのウェブサイトにホストしている、アークテリクスの2022年気候変動レポート内に掲示しました1。

温室効果ガス排出量 – 直接排出（スコープ1）（tCO2e）2022年12月31日期         1,177.4

温室効果ガス排出量 – 間接排出（スコープ2）（tCO2e）（マーケット基準での算出）2022年12月31日期 —    4,108.4

温室効果ガス排出量 – 間接排出（スコープ3）（tCO2e）2022年12月31日期         82,280.8

経営層の責任
温室効果ガスプロトコルに基づく、主題に関する経営層の責任：「事業者の排出量算定報告基準（温室効果ガスプロトコル）」および
社内でつくられた経営陣の管理基準（適用基準）。経営層は、主題の整備に必要であると判断した内部管理についても責任を負い、そ
の原因が不正か過失かを問わず、重要な虚偽記載を防止しなければなりません。

弊社の責任
弊社の責任は、主題に関する限定保証の結論を、弊社が入手した証拠をもとに表明することにあります。弊社は自社の限定保証業務を、
カナダ保証業務基準（CSAE）第3410号「温室効果ガス報告に対する保証業務（CSAE 第3410号）」に基づいて実施しています。この基
準では、主題に重要な虚偽記載がないことについての限定保証を付与するために、当該業務を計画・実施することを求めています。

限定保証業務では、各種手続き（主に経営層や社内他部門に対して、必要に応じて分析的手続きを適用して質問すること）および入手
した証拠の評価が実施されます。虚偽記載は不正または過失により発生し、個別にまたは集計的に弊社レポートがユーザーの判断に影
響を及ぼすものと考え得る合理的な影響があれば、重要なものとみなされます。手続きは弊社の職業的専門家としての判断に基づき選
択されます。これには、主題を適切な基準に従って準備したにも関わらず、重要な虚偽記載のリスクが、不正か過失かを問わず、発生
しやすいエリアを特定することが含まれます。

当該業務には、例として、以下の手続きの実施が含まれます。
• 主題についての識別、管理、報告に関わる、全体的なガバナンスおよび社内的な管理手順を理解するために行う経営層への質問

• 主題についての分析的レビューと傾向分析の実施

• 少量のサンプルで、主題の基礎資料についてのテストを実施

限定保証業務で実施する手続きは、合理的保証業務に対する手続きと比べて、その種類と実施の時期が異なり、その実施範囲は狭くな
ります。その結果、弊社が実施した限定保証業務で得た保証の水準は、合理的な保証業務を実施した場合に得られる保証水準に比べて
低いものとなります。

弊社の独立性と品質管理
弊社は、誠実性、客観性、職業的専門家としての能力と正当な注意、守秘義務および職業的専門家としての行動に関する基本原則に基
づき、保証業務に関する職業会計士による会計監査に関わる職業倫理/倫理規定の適用規定を遵守して本資料を作成しました。

弊社は、カナダ品質管理基準第1号、「財務諸表の監査およびレビュー並びにその他の保証を行う事務所の品質管理」に準拠してお
り、従って、倫理規定、職業専門家としての基準および適用される法令等の要求事項に関して、文書化した方針と手続きを含む、包括
的な品質管理のシステムを保持しています。

重要な固有の限界 

温室効果ガスの定量化には、様々なガスの排出量の結合に際して必要な排出係数の決定に関する科学的知識が確立していないことによ
り、固有の不確実性が伴います。各種の測定技術の正確性にも、差異がある可能性があります。

結論
弊社が実施した手続きおよび入手した証拠に基づき、アークテリクスが2022年12月31日期に本レポートに記載した内容は、すべての重
要な点において、適用基準に従って作成されていないと信じ得る事項は認められませんでした。

報告の目的と、当社レポートの配布および利用の制限
主題は、アークテリクスの経営層に、同社のスコープ1、2、3各段階の温室効果ガス排出量のパフォーマンスの査定結果を、報告、支
援する際に適用される基準に従って作成されています。従って、主題を他の目的で利用するのは適切ではない場合があります。本レ
ポートは、Amer Sports Canada Inc.の一部門であるArc’teryx Equipmentのみに向けて作成されたものです。

本レポートは、Amer Sports Canada Inc.の一部門であるArc’teryx Equipmentが、同社の裁量に基づき、アークテリクス社の2022年気候
変動レポートにおいて全文を公開するものとし、本レポートに関連して発生する、同社以外の第三者に対する責任は一切負いません。

カナダ勅許職業会計士協会
ブリティッシュコロンビア州バンクーバー
2023年9月20日
PricewaterhouseCoopers LLP

PricewaterhouseCoopers Place, 250 Howe Street, Suite 1400, Vancouver, British Columbia, Canada V6C 3S7

T：+1-604-806-7000、F：+1-604-806-7806、www.pwc.com/ca

「PwC」は、オンタリオの有限責任共同事業体、PricewaterhouseCoopers LLPのことを指します。
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「真実と和解」に向けた取り組み
アークテリクスは、真実和解委員会（TRC）の行動要請、および先住民族の権利に関する国際連合宣
言（UNDRIP）の採択にコミットします。ファースト・ネーション、先住民、イヌイット、部族のコ
ミュニティに導かれ、私たちは、真実と和解の心をもってビジネス全般に取り組み、私たちが愛する
空気、大地そして水の保存・保護を支援する努力を続けていきます。

アークテリクスは、先住民の知識保持者から学ぶことにもコミットしています。知識の仕組み、口述
した歴史を通じて、二酸化炭素排出量、廃棄物の管理、資源の利用、生物多様性の保全に活かしてい
るのです。私たちは、有意義な関係の構築、リソースの共有を通じてこれを推進していきます。アー
クテリクスはまた、先住民族が主導する組織や代表団が行う、教育、コラボレーション、代理、環境
問題の管理および後見をサポートし、主導します。
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写真および土地に関する認知

ページ

FC 左から右へ：
 日本
	 xʷməθkʷəy̓əm	|	səl̓ilwətaʔɬ	|	Sḵwx̱wú7mesh	|	Lil̓wat7úl	テリトリー
	 Lil̓wat7úlテリトリー
2 Shoshone | Arapaho テリトリー

3 Southern	Sierra	Miwukテリトリー 

7 Qayqayt	|	kʷikʷəƛ̓əm	|	Katzie	|	Kwantlen	|	Sto:lo	テリトリー
8 Lenapeテリトリー

9 Sḵwx̱wú7mesh	|	səl̓ilwətaʔɬ	テリトリー
10 Ute	|	Dine’	|	Paiute	|	Goshute	|	Shoshone	テリトリー
11 Lenapeテリトリー 

12 Sḵwx̱wú7meshテリトリー

13 Sḵwx̱wú7meshテリトリー
14 Sḵwx̱wú7meshテリトリー 

15 Anishinaabe | Haudenosaunee テリトリー

16 アイスランド

17 Gwa’sala-’Nakwaxda’xwテリトリー

18 Iñupiat | Yupik | Aleut | Eyak | Tlingit テリトリー

21 Sḵwx̱wú7meshテリトリー

BC Lil̓wat7úlテリトリー

お問合せ先
A R C T E R Y X . C O M  
@ A R C T E R Y X

            

https://www.arcteryx.com

